
そ
の
時
、
札
幌
農
学
校
の
２
期
生
で

「
武
士
道
」
の
著
者
、
国
際
連
盟
の
初

代
事
務
局
次
長
も
務
め
た
、
近
代
日
本

を
代
表
す
る
国
際
人
で
あ
る
新
渡
戸
稲

造
先
生
の
こ
と
が
脳
裏
に
浮
か
ん
だ
。

新
渡
戸
先
生
は
、
「
我
、
太
平
洋
の
架

け
橋
と
な
ら
ん
」
と
の
志
を
胸
に
、
生

涯
を
通
し
て
祖
国
へ
の
忠
誠
を
貫
き
、

日
本
の
思
想
と
文
化
を
世
界
に
発
信
し

た
方
で
あ
る
。

「
武
士
道
」
に
「
教
育
お
よ
び
訓
練
」

の
章
が
あ
り
、
「
教
育
に
お
い
て
守
る

べ
き
最
初
の
点
は
品
性
を
高
め
る
こ

と
」
、
「
品
性
は
智
・
仁
・
勇
を
通
じ
て

高
め
ら
れ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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主な記事紹介

先
月
、
日
中
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
上

海
市
で
開
催
さ
れ
、
参
加
す
る
機
会
を

得
た
。
日
本
側
か
ら
25
校
、
中
国
側
も

約
50
校
の
大
学
の
学
長
や
副
学
長
、
さ

ら
に
政
府
や
産
業
界
の
方
々
が
参
加

し
、
総
勢
で
４
０
０
名
を
超
え
る
産
官

学
の
交
流
が
盛
大
に
催
さ
れ
た
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
主
旨
は
「
大

学
の
国
際
化
」
で
あ
っ
た
。
私
も
、
北

海
道
大
学
が
現
在
行
っ
て
い
る
大
学
の

国
際
化
、
特
に
中
国
と
の
国
際
化
の
状

況
に
つ
い
て
基
調
講
演
を
行
っ
た
。
講

演
後
に
、
会
場
の
中
国
の
方
か
ら
、
自

分
は
北
海
道
大
学
で
勉
強
し
た
、
○
○

先
生
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
、
頑

張
っ
て
ほ
し
い
、
な
ど
の
ご
挨
拶
や
激

励
を
頂
き
、
本
学
の
１
４
０
年
に
亘
る

諸
先
生
方
、
さ
ら
に
そ
の
伝
統
を
受
け

継
い
だ
今
の
教
職
員
の
努
力
を
、
現
場

で
直
に
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

な
お
、
総
長
に
就
任
し
て
か
ら
講
演

ま
で
一
ヶ
月
の
期
間
し
か
な
く
、
講
演

内
容
の
選
定
に
苦
慮
し
た
。
現
在
、
世

界
中
の
大
学
が
国
際
化
を
推
し
進
め
て

お
り
、
特
に
今
回
訪
問
す
る
中
国
は
多

額
の
国
家
予
算
を
投
入
し
て
、
科
学
技

術
論
文
の
発
表
数
と
質
の
向
上
を
図
っ

て
お
り
、
同
じ
こ
と
を
話
し
て
も
余
り

意
味
が
な
い
と
感
じ
た
か
ら
で
あ
る
。

「
日
本
の
、
北
海
道
大
学
の
良
さ
」
を

ど
の
よ
う
に
伝
え
る
か
。　

「
智
」
と
は
叡
智
で
あ
り
、
単
な
る
知

識
で
な
い
。
知
識
と
は
、
あ
く
ま
で
も

実
践
と
し
て
の
知
恵
を
身
に
付
け
る
た

め
の
手
段
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
ま

た
、
残
り
の
道
徳
的
な
側
面
は
、
中
国

の
儒
教
思
想
が
深
く
関
連
し
て
い
る
。

孟
子
の
言
葉
の
中
に
「
養
心
莫
善
於
寡

欲
」
が
あ
る
。
意
味
は
、
「
誰
し
も
、

金
持
ち
に
な
り
た
い
、
出
世
し
た
い
、

他
人
か
ら
認
め
ら
れ
た
い
な
ど
多
く
の

欲
望
を
持
っ
て
い
る
が
、
一
番
大
切
な

の
は
他
人
か
ら
信
頼
さ
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
欲
を
少
な
く
し
、
自

ら
を
高
め
な
さ
い
」
で
あ
る
。
正
に
、

ク
ラ
ー
ク
先
生
が
札
幌
農
学
校
で
教
え

たL
o
f
t
y
 
A
m
b
i
t
i
o
u
s

の
神
髄
で
あ
る
。

「
武
士
道
」
の
中
心
を
な
す
「
徳
」
の

精
神
は
、
世
界
共
通
の
倫
理
と
い
え
る

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
決
心
し
た
。
今
回

の
講
演
で
は
「
本
校
は
、
根
底
に
流
れ

る
こ
の
精
神
を
持
っ
て
国
際
的
な
教

育
・
研
究
に
励
ん
で
い
る
」
こ
と
を
伝

え
よ
う
と
。

成
果
は
、
先
に
書
い
た
通
り
で
あ
る

が
、
「
中
国
語
で
表
記
し
て
欲
し
か
っ

た
」
と
い
う
ご
意
見
が
あ
っ
た
。
今
回

は
、
日
中
両
母
国
語
で
の
講
演
会
で

あ
っ
た
が
、
英
語
を
始
め
と
し
た
「
国

際
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
大

切
さ
を
痛
感
し
た
こ
と
を
最
後
に
述
べ

た
い
。

四
面-

五
面	

あ
な
た
の
身
近
に
あ
る
生
協
の
お
店�

六
面	

こ
こ
ろ
の
健
康
を
考
え
る
46 
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北海道大学総長
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四
月
の
吹
雪
に
は
驚
か
さ

れ
た
が
二
日
後
、
青
空
の

下
、
街
で
赤
い
靄も

や

が
か
か
っ

た
よ
う
な
ハ
ル
ニ
レ
を
見

て
ホ
ッ
と
し
た
。
枝
に

臙え

ん

じ脂
の
小
花
が
沢
山
つ
い

て
い
る
！
▼
半
月
後
の
緑

の
日
、
北
大
植
物
園
を
元
職

員
の
荒
井
道
夫
さ
ん
の
案

内
で
歩
く
。
ハ
ル
ニ
レ
は
、

花
は
終
り
高
い
枝
先
に
青

葉
が
少
し
で
元
気
が
な
い
。
芽
吹
き

の
遅
い
樹
だ
が
、
都
市
化
に
よ
る
地

下
水
位
の
低
下
や
大
気
汚
染
の
影
響

と
荒
井
さ
ん
▼
群
生
す
る
水
芭
蕉
の

根
元
に
水
は
な
く
、
傍
の
川
も
細
い
。

高
山
植
物
園
の
ツ
ツ
ジ
も
咲
い
て
い

た
の
は
半
分
程
、
他
は
蕾

つ
ぼ
み

で
開
花
準

備
中
。
咲
け
ば
大
襟
で
着
飾
っ
た
貴

婦
人
の
よ
う
に
な
る
ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ

も
今
は
細
い
絵
筆
の
よ
う
。
こ
れ
ら

が
遅
い
の
も
水
不
足
の
せ
い
？
▼
ヒ

マ
ラ
ヤ
ユ
キ
ノ
シ
タ
、
エ
ゾ
エ
ン
ゴ

サ
ク
、ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ
…
。
桃
色
、青
、

白
。
春
の
草
花
を
見
ら
れ
て
楽
し

か
っ
た
が
、
ハ
ル
ニ
レ
が
気
に
な
る

▼
園
で
は
ハ
ル
ニ
レ
は
減
り
続
け
、

乾
燥
に
強
い
エ
ゾ
イ
タ
ヤ
が
増
え
て

い
る
と
い
う
（「
植
物
園
だ
よ
り
」
北

大
植
物
園
の
森
の
変
化
よ
り
）
。
や

は
り
周
囲
の
開
発
に
よ
る
水
環
境
の

変
化
が
原
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る

と
の
こ
と
。
い
つ
か
絶
滅
危
惧
種
に

な
る
の
だ
ろ
う
か
。
ハ
ル
ニ
レ
が
生

き
に
く
い
環
境
と
は
、
と
思
わ
な
い

訳
に
い
か
な
い
。
樹
だ
け
の
問
題
で

は
な
い
だ
ろ
う
。�

（
今
日
子
）

いじわるじいさん

キャンパス放浪記 in 函館 … 第11回

狭い廊下を抜けるとそこは鳥獣“魚”戯画の世界だった。
社会人となってから、水産・海洋コーディネーターの資格を
取るためにいくつかの講義を受講した際の、北海道大学総合博
物館分館　水産科学館の感想である。
そう書き出したところで、ふと不安になり久々に水産科学館
を訪ねてみた。
数少ない臨時休館日であった。せめて、講義で見たリュウグ
ウノツカイが私の記憶違いでないことだけは確認しようと水産
生物標本館を訪ねた。水産生物標本館は非公開で学生でもない
私にとっては本当に貴重な体験だった。受講した時は古い建物
の中にこれでもかと棚とその中に収集瓶が並んでいて、すべて
記録してあるとの説明に「いや、絶対摩訶不思議なものが迷い
込んでいる」と心の中で反論した記憶がある。建て替えられた
標本館は水産関係資料の保管をするに足る堂々とした研究施設
である。昔の記憶を頼りに、先生に階段横のデッドスペースに
置かれていた長い長方形の箱の中身の話をすると、リュウグウ
ノツカイとサケガシラを一緒に保管していたそうだ。階段の中
段から下に見ないと全体を見ることができないくらい長かった
その魚たち。今は青い樽上のものに保管されているのを見せて

もらった。一番上がサケガシラで、その下にリュウグウノツカ
イが保存されているらしい。
さらに厚意に甘えて、水産科学館を開けていただき写真を

撮っていて、鳥獣戯画であることに気が付いた。海鳥やトドの
剥製はあるが、魚類の展示がないのである。漁具や船の模型も
見当たらない。施設の老朽化で水産科学館本館は閉館し倉庫状
態になり、かなりの数の展示品がそこで眠っているそうだ。小
学生に自由研究で困ったら水産科学館に行けと助言している私
としては由々しき問題である。個人的問題はさておき、一日も
早く眠っている展示品を揺り起こし、活躍の場を取り戻せるよ
うに祈念するばかりである。
水産科学館での「ここの剥製はみんな目がかわいいんですよ

ね」と言う先生の言葉が印象に残った。ここには貴重な資料と
研究者の愛が詰まっている。

末筆ながら、研究の手を止めてニタリクジラのカメラアング

ルまでアドバイスしてくださった河合先生に深く感謝いたしま

す。

水産・海洋コーディネーター　北川 貴子

～水産・海洋コーディネーターから見た鳥獣 “魚”戯画の世界～
水産科学館・水産生物標本館

水産生物標本館 樽の中のサケガシラ。この下にリュウ
グウノツカイが眠っている

ニタリクジラ 目がかわいいセイウチ
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２
０
１
６
年
度
を
振
返
り
、

２
０
１
７
年
度
の
計
画
等
を

決
定
し
ま
し
た
。

総
代 

１
７
０
名
（
実
出
席 

42
名
、
書
面
議
決
１
２
８
名
）

の
参
加
に
よ
り
、
す
べ
て
の
議

案
が
賛
成
多
数
で
可
決
成
立
い

た
し
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
度
総
代
会
は

５
月
24
日
（
水
）
開
催

議
長
に
佐
藤
さ
ん
（
教
育
学

部
学
生
）
を
選
出
し
、
柿
澤
理

事
長
（
農
学
研
究
院
教
員
）
が

生
協
理
事
会
を
代
表
し
て
挨
拶

を
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
豊
原

学
生
組
織
委
員
長
（
学
生
）
が

第
１
〜
５
号
議
案
を
提
案
、
坂

爪
監
事
会
議
長
（
教
員
）
が
監

査
報
告
の
後
、
直
ち
に
質
疑
・

討
論
に
入
り
ま
し
た
。
質
疑
は

発
言
通
告
用
紙
に
よ
る
全
体
で

の
質
疑
・
討
論
（
Ａ
パ
ー
ト
）

を
行
い
ま
し
た
。
理
事
会
か
ら

の
ま
と
め
の
後
、
総
代
１
７
０

名
（
内
実
出
席
42
名
、
書
面
出

席
１
２
８
名
）
で
採
決
を
行

い
、
全
議
案
を
賛
成
多
数
で
承

認
・
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、

役
員
選
挙
は
全
候
補
者
の
当
選

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

Ｂ
パ
ー
ト
と
し
て

総
代
と
生
協
職
員
と
の

意
見
交
換
を
継
続

そ
の
後
会
場
を
北
部
食
堂
に

移
し
て
の
Ｂ
パ
ー
ト
で
は
、
食

堂
、
購
買
、
書
籍
、
ト
ラ
ベ
ル

＋
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
計
４

テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
１
時
間
程

度
職
員
と
総
代
と
の
意
見
交
流

会
を
行
い
ま
し
た
。

各
グ
ル
ー
プ
で
は
生
協
学
生

組
織
委
員
が
進
行
役
と
な
り
、

各
現
場
で
働
く
生
協
職
員
と
そ

の
現
場
に
興
味
の
あ
る
総
代
が

参
加
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
出
さ

れ
た
ご
意
見
・
ご
質
問
等
は
、

理
事
・
組
織
委
員
会
・
生
協
職

員
に
よ
り
、
今
後
の
生
協
運
営

に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

課
題
と
推
進　

大
学
の
福
利
厚
生
の
一
部
を

安
心
し
て
お
任
せ
い
た
だ
け
る

北
大
の
生
協
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
、
生
協
か
ら
学
生
生
活
の
変

化
等
（
学
生
生
活
実
態
調
査
、

食
堂
利
用
調
査
等
）
に
つ
い

て
、
大
学
に
情
報
を
発
信
し
な

が
ら
協
力
し
て
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

身
近
で
役
に
立
つ
、
や
さ
し

い
生
協
づ
く
り
を
め
ざ
す
た
め

に
、「
組
合
員
の
声
」
を
中
心

に
、
組
合
員
の
み
な
さ
ん
の
ご

要
望
等
を
把
握
し
て
、
出
来
る

だ
け
早
く
改
善
に
結
び
付
け
ま

す
。
品
揃
え
・
調
理
・
接
遇
・

広
報
な
ど
で
、
他
店
に
負
け
な

い
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。
ま
た

利
用
環
境
の
改
善
に
向
け
た
提

案
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

２０１7年度 通常総代会を開催しました
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２
０
１
７
年
度
の役員
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保健学科

薬学部

正門

学術交流会館

環境科学院

法学部 教育学部

文学部

エンレイソウ
大野池

農場

至小樽方面

JR
函
館
本
線

ポプラ並木

農場

西門

平成ポプラ並木

サークル会館

恵迪寮

エルムトンネル

北海道産学官
協働センター

次世代ポストゲノム
研究センター

創成研究機構

電子科学研究所

低温科学研究所

動物医療センター

獣医学部

モデルバーン

遠友学舎

エルムトンネル

武道場

体育館

保健センター

北海道大学病院

歯学部

工学部

情報科学研究科
福利厚生
会館（北部食堂）

国際連携機構
国際教育研究
センター

医学部

国際広報メディア
観光学院
高等教育推進機構

情報教育館

北図書館

環状門

人獣共通感染症
リサーチセンター

北20条東門

トレーニング
センター

サクシュ
コトニ川

総合博物館

理学部

農学部

人文・社会科学
総合教育研究棟

中央食堂

附属図書館

古河講堂

クラーク像

南門

クラーク会館

生協会館

北大交流プラザ
「エルムの森」

事務局

経済学部

イ
チ
ョ
ウ
並
木

至
旭
川・千
歳
方
面

JR札幌駅

北18条門

1

2

3
4

5

6

7

8

9

10

11
12

13

14

15

16

17

18

購買（コンビニ店タイプ）
単独店舗

北大ショップ

購買・食堂と複合サービス
をおこなっている店舗、ま
たは食堂と購買以外の複合
サービスをおこなっている
店舗

購買と保険、書籍・キャリ
アサービスなど非フード
サービスにて複合サービス
をおこなっている店舗

毎月開催している教職員総代会議にて、「中央厚生会館」施設をテーマに、北大キャンパスマスタープランとも絡めて施

設に関する機能と生協に対する期待について、お弁当の品揃えやカフェの設置、中央食堂へのアクセス、営業時間等々様々

なご意見をいただきました。

今回、北大キャンパスで生協が運営している店舗の全体像を知っていただくために、キャンパスの中で北大生協がどこで

どのようなサービスを提供しているか、イラストマップと表にして全店舗をご紹介します。

生協店舗の多くは、学部棟の中に立地していますが、
北部店や中央店それと函館水産店は、福利厚生施設とし
て単独で建てられました。また、クラーク会館は、宿泊
や集会室、ホールなど多目的施設として建てられ、食堂・
喫茶や書籍部が当時生協店舗となっていましたが、その
後変遷するなかで、現在のようなサービス構成となってい
ます。また、医学部店は、当初医学部棟に購買店のみ設
置されていましたが、医学部棟の建替え時に食事が提供
できる施設に移転しました。

学部棟の中にある店舗では、購買（コンビニ）サービスだけの
店舗が多く、医学部保健学科棟、薬学部棟、歯学部棟、動物病
院と比較的最近建て替えられた学部に設置されています。青色の
マークで囲まれている店舗が該当します。理学部棟や文系棟に設
置されている店舗（4、5）は、駅ナカコンビニ店のようなスモー
ルショップと呼ばれるようなお弁当・パンなど食品のみ扱う昼食
対応のお店です。

学部棟の中に食堂も含めて店舗が設置されている学部は、農
学部・工学部・医学部（福利厚生施設、それと北キャンパス棟と
なっています。赤色のマークで囲まれている店舗が該当します。

クラーク会館の東側横の生協会館（紫色のマークで表示）は、
2013年に建替えました。その際トラベルセンターを北部トラベル
センターに併合しました。表に記載している店舗機能のほか、イ
ベントホールと外売セールスの事務所機能などを有しています。

業種では、書籍店が生協会館2階フロアーと北部店2階フロ
アーとなっています。トラベルサービスについては、北部店2階フ
ロアーの北部トラベルセンターでの扱いとなっています。

印刷・情報サービス部がクラーク会館1階で、ルームガイド・マ
ンション管理、学生総合共済については、2階フロアーとなって
います。また、保険サービスコーナーは生協会館店1階フロアー
に設置されています。

あなたの身近にある生協のお店お店散策 in北大キャンパス 学生・教職員の皆様の
キャンパスライフをサポート

店舗の立地
学部棟内設置と単独施設

店舗のタイプ
コンビニサービスだけと食事も提供できる店舗

店名 サービス部門
営業時間

備考 食堂
席数

連絡先
内　線平日 土曜 日曜・祝日

1 生協会館店

購買
組合員加入受付可   8：00～19：00 10：00～15：00 閉店

サービスカウンター
平　日   9：00～19：00
土曜日 10：00～15：00

購買 2979
ＰＣ 2983

保険サービス 10：00～18：00 10：00～13：00 閉店 3287

書籍部
キャリアサポート 10：00～19：00 10：00～15：00 閉店 書籍　　 3258

キャリア 3837

2 クラーク店

印刷・情報サービス 10：00～18：00 閉店 閉店 学会・研究会サポート業務 2084

ルームガイド
マンション管理
学生総合共済

10：00～18：00 10：00～13：00 閉店 ルームガイド 3282
共済　　 　3269

食堂 11：00～19：00 11：00～14：00 閉店 176 3259

3 農学部店
食堂 11：00～15：00 閉店 閉店 97

3354
購買 10：00～18：00 閉店 閉店

4 理学部スモールショップ 購買（食品のみ） 10：00～13：00 閉店 閉店 ―

5 文系棟スモールショップ 購買（食品のみ） 10：00～13：00 閉店 閉店 ―

6 中央店

コップパン 10：00～18：00 10：00～15：00 10：00～15：00 焼きたてパン提供 3297

購買
組合員加入受付可   9：00～21：00   9：00～19：30 10：00～16：00

サービスカウンタは
平日9：00～17：30の

営業のみ
3297

1F食堂 10：00～20：00 11：00～19：00 11：00～15：00 216 2085

2F食堂 11：00～14：00 閉店 閉店 ハラルメニュー 2点
出食サービスあり 167 2085

7 医学部店
食堂 11：00～18：00 11：00～13：00 閉店 115

5026
購買 10：00～18：00 11：00～13：00

8 保健学科店 購買 10：00～18：30 閉店 閉店 2833

9 薬学部店 購買 10：00～19：00 10：00～14：00 閉店 イートインコーナーあり 3266

10 歯学部店 購買 10：00～18：00 閉店 閉店 3838

11 工学部店
食堂 11：00～20：00 閉店 閉店 384 6163

購買
組合員加入受付可   9：30～20：30 11：00～15：00 閉店 6164

12 北部店

食堂   8：00～20：00 10：00～14：00 閉店 1100 5264

購買
組合員加入受付可   8：15～20：00 10：00～14：00 閉店

サービスカウンター
平　日 10：00～18：30
土曜日 10：00～14：00

5424

書籍 10：00～18：30 10：00～14：00 閉店 5423

トラベル 10：00～18：00 閉店 閉店 5124

13 獣医学部店 購買 10：00～17：00 閉店 閉店 イートインコーナーあり 5182

14 レストランポプラ
食堂 11：00～14：00 閉店 閉店 ビュフェスタイルメイン 142 9058

購買 10：00～19：00 閉店 閉店 9058

15 学生寮店 購買 ―

16 エルムの森ショップ・カフェ 北大ショップ 8：30～17：00（休業日 12/29～1/3） 2099

17 北大ミュージアムショップ 北大ショップ 10：00～17：00（月曜日閉店） 3741

函館キャンパス

18 函館水産店

購買
サービスセンター

書籍
10：00～18：00 閉店 閉店 （14）2816

食堂 11：00～14：00
17：30～19：00 閉店 閉店 （14）2814

札幌キャンパス

店舗の詳しい案内は▶http://www.hokudai.seikyou.ne.jp/coomap/
営業時間は▶http://www.hokudai.seikyou.ne.jp/bhours/　をご覧ください。
なお、北大生協の外売営業についてのご紹介は、別の機会とさせていただきます。

（ 5 ）　第 370号 よりよい生活と平和のために 2017年 6月 1日 2017年 6月 1日 よりよい生活と平和のために 第 370号　（ 4 ）
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心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授               

…
…
さ
て
、
前
回
の
続
き
で
す
。
山
と
積
ま
れ
た

レ
ポ
ー
ト
課
題
、
こ
れ
を
採
点
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
な
ん
せ
、
複
数
の
科
目
が
重
な
る
と
、
四
百

本
、
文
字
数
に
し
て
新
書
七
、
八
冊
分
を
ひ
と
月
で
、

な
ん
て
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
。

ま
ず
、
注
意
す
べ
き
は
公
正
さ
で
す
。
課
題
ご
と

の
配
点
を
決
め
、
採
点
の
留
意
点
に
照
ら
し
合
わ
せ

て
評
価
し
て
い
き
ま
す
。
課
題
に
答
え
て
い
る
程
度

（
ず
れ
て
た
り
、
大
部
分
が
課
題
の
前
振
り
だ
っ
た
り

…
）、理
屈
と
し
て
筋
が
通
っ
て
い
る
度
合
（
ん
？
さ
っ

き
と
矛
盾
し
て
る
じ
ゃ
ん
…
と
か
）、
課
題
の
中
で
考

え
続
け
て
い
る
か
（
あ
あ
っ
、
考
え
る
こ
と
を
手
放

さ
な
い
で
！
と
心
の
中
で
叫
ん
だ
り
）、
講
義
内
容
の

理
解
度
（
そ
こ
ま
で
わ
か
る
…
怖
い
、
と
い
う
人
も
）

な
ど
で
す
ね
。
そ
の
他
に
、血
の
通
っ
て
い
る
内
容（
切

れ
ば
血
の
出
る
よ
う
な
レ
ポ
ー
ト
の
人
も
い
ま
す
、

心
理
学
で
す
か
ら
。
心
に
し
み
ま
す
）、
言
語
化
し
づ

ら
い
も
の
を
何
と
か
表
現
し
よ
う
と

し
て
い
る
（
詩
も
イ
ラ
ス
ト
も
音
楽

も
あ
り
で
す
し
）
な
ど
も
、
お
お
い

に
プ
ラ
ス
に
評
価
し
ま
す
。
そ
し
て
、

大
量
に
採
点
す
る
と
は
い
え
、
評
価

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
場

合
、
何
と
か
き
ち
ん
と
説
明
で
き
る

最
低
限
の
線
は
確
保
し
よ
う
と
努
め

ま
す
。

あ
と
、
講
義
の
内
容
や
方
法
に

対
す
る
批
判
的
な
意
見
の
評
価
で
す

ね
。
こ
れ
は
あ
ら
か
じ
め
、
少
な
く

と
も
マ
イ
ナ
ス
に
は
評
価
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
を

伝
え
て
お
き
ま
す
。
理
由
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

学
術
研
究
は
批
判
的
精
神
を
も
っ
て
良
し
と
す
る
の

で
、
そ
れ
を
授
業
自
体
で
も
目
の
前
に
示
そ
う
と
し

て
。
あ
る
い
は
、
人
は
年
齢
を
重
ね
る
に
し
た
が
っ

て
自
己
愛
的
（
俺
の
や
っ
て
る
こ
と
は
正
し
い
ん
だ
、

文
句
あ
る
か
！
と
か
）
に
な
り
や
す
い
と
思
う
の
で
、

そ
れ
へ
の
防
止
策
と
し
て
。
ま
た
、
な
る
べ
く
裏
腹

な
部
分
を
な
く
す
こ
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
触
れ
ら

れ
な
い
と
い
う
暗
黙
の
タ
ブ
ー
を
つ
く
ら
な
い
と
い

う
こ
と
、
の
た
め
に
。
そ
れ
が
心
理
学
的
支
援
や
教

育
で
は
良
い
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
を

授
業
の
中
で
実
現
す
る
こ
と
で
、
体
験
的
に
理
解
し

て
も
ら
い
た
い
。
そ
れ
に
、
私
は
批
判
さ
れ
れ
ば
腹

を
立
て
た
り
も
し
ま
す
し
、
ま
あ
言
っ
て
み
れ
ば
そ

れ
ほ
ど
人
間
が
出
来
て
い
な
い
と
思
う
の
で
、
一
種

の
タ
ガ
を
自
分
に
は
め
る
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す

ね
。
ち
な
み
に
、
あ
る
時
、
講
義
に
批
判
的
な
感
想

の
人
と
肯
定
的
な
人
の
成
績
を
較
べ
て
み
た
ら
、
否

定
的
な
人
の
方
が
高
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た

の
で
す
。

授
業
と
い
う
の
は
、
教
師
と
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
に

反
応
し
合
い
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
共
有
し
て

ゆ
く
過
程
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
い
つ
の
間

に
か
受
け
る
影
響
の
よ
う
な
、
自
覚
す
る
こ
と
も
言
葉

に
す
る
こ
と
も
難
し
い
、
け
れ
ど
も
大
切
な
も
の
が
含

ま
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
両
方
に
と
っ
て
、
で
す
ね
。

私
の
「
講
義
を
通
じ
て
受
け
取
っ
た
も
の
に
形
を
与
え

る
」
と
い
う
課
題
は
、

そ
れ
を
表
現
す
る
こ

と
を
求
め
ま
す
。
そ

の
採
点
評
価
と
い
う

こ
と
を
通
じ
て
、
こ

ち
ら
も
自
分
の
授
業

に
つ
い
て
新
た
に
気

づ
い
た
り
、
自
分
の

授
業
に
対
す
る
見
方

や
感
じ
方
が
揺
さ
ぶ

ら
れ
て
修
正
を
迫
ら

れ
た
り
し
ま
す
。
と

き
に
授
業
内
容
に
つ
い
て
、
箸
に
も

棒
に
も
引
っ
か
か
ら
な
い
と
言
わ
れ

て
い
る
に
等
し
い
強
烈
な
批
判
を
受

け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て

の
学
生
の
役
に
立
つ
授
業
は
で
き
な
い
と
い
う
、
当
た

り
前
と
言
え
ば
当
た
り
前
の
、
し
か
し
教
師
と
し
て
は

痛
み
を
伴
う
認
識
を
受
け
容
れ
る
こ
と
が
大
切
だ
よ

な
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

な
ん
と
も
愛
ら
し
い
イ
ラ
ス
ト
、
自
分
の
知
ら
な

い
分
野
か
ら
の
あ
っ
と
驚
く
視
点
、
私
自
身
に
は
わ

か
ら
な
か
っ
た
授
業
の
一
面
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る

批
評
、
滲
み
出
る
切
実
な
思
い
…
。
こ
う
い
っ
た
も

の
に
支
え
ら
れ
、
様
々
な
感
情
と
思
考
が
湧
き
あ
が

り
つ
つ
、
採
点
は
進
み
ま
す
。
そ
れ
ら
が
自
分
の
中

に
い
つ
し
か
降
り
積
も
り
、
そ
し
て
、
少
し
ず
つ
言

葉
に
な
っ
て
ゆ
き
、
少
し
ず
つ
授
業
を
変
え
て
ゆ
く

と
い
う
感
覚
が
あ
り
ま
す
。
授
業
は
究
極
的
に
は
共

同
作
業
だ
よ
な
と
、
思
う
ゆ
え
ん
で
す
。

渡邊　誠

こころの
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レポート採点の
心理学

■
春
合
宿

５
月
12
日
～
14
日
に
大
滝
セ
ミ

ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
春
合
宿
を
行
い
ま

し
た
。
春
合
宿
で
は
、
新
入
学
生

委
員
に
生
協
・
学
生
委
員
会
の
こ

と
や
活
動
し
て
い
く
上
で
必
要
な

こ
と
を
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
、

上
級
生
学
生
委
員
に
こ
れ
ま
で
を

振
り
返
り
、
新
た
な
視
点
で
の
活

動
の
仕
方
に
つ
い
て
考
え
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
し

た
。
新
入
学
生
委
員
に
２
泊
３
日

の
合
宿
で
す
べ
て
を
学
び
、
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
は
難
し
か
っ
た

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
の
中

で
実
感
し
て
理
解
し
て
い
っ
て
も

ら
え
る
か
と
思
い
ま
す
。
上
級
生

学
生
委
員
に
つ
い
て
は
、
上
級
生

と
し
て
の
か
か
わ
り
方
を
考
え
な

が
ら
の
合
宿
と

な
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら

春
合
宿
で
の
経

験
を
活
か
し
て

活
動
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

■
ご
み
ナ
ビ

６
月
２
～
４
日
に
行
わ
れ
る
北

大
祭
に
合
わ
せ
て
、「
ご
み
ナ
ビ
」

を
行
い
ま
す
。
毎
年
、
北
大
祭
事

務
局
と
協
力
し
て
、
北
大
祭
で
の

ご
み
分
別
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て

い
る
活
動
で
す
。
ま
た
、
分
別
の

呼
び
か
け
だ
け
で
な
く
、
ご
み
問

題
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
て
も
ら

い
、
考
え
て
も
ら
う
こ
と
も
目
指

し
て
活
動
し
ま
す
。

■
学
生
委
員
会
連
絡
先

http://hokudaigi.w
eb.fc2.com

/
@

H
U

_CO
O

P_GI_CS 
gakusei@

coop.hokudai.ac.jp

①�

新
入
院
生
歓
迎
会
を
開
催
し
ま

し
た

４
月
８
日
（
土
）
に
中
央
食
堂

２
階
に
て
、
新
入
院
生
歓
迎
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
51
名
の
新
入
院
生
の
参

加
が
あ
り
、
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
立
食
形
式
に
よ
る

歓
談
と
ク
イ
ズ
等
を
交
え
、
交
流

し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
違

う
研
究
科
の
人
と
交
流
で
き
て
良

か
っ
た
」
な
ど
好
評
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ま
た
、
歓
迎
会
後
に
行
な
っ
た

懇
親
会
に
も
38
名
が
参
加
し
、
よ

り
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

②�

院
生
総
代
・
院
生
委
員
説
明
会

開
催

４
月
25
日
（
火
）
と
４
月
27
日

（
木
）
に
『
院
生
総
代
・
院
生
委

員
説
明
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

25
日
は
一
般
参
加
（
総
代
希
望

者
）
１
名
と
院
生
委
員
５
名
が
参

加
し
、
総
代
や
院
生
委
員
に
つ
い

て
30
分
ほ
ど
説
明
を
行
な
い
ま
し

た
。
27
日
（
木
）
は
一
般
参
加
者

３
名
と
院
生
委
員
５
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
説
明
会
に
参
加
い
た
だ

い
た
院
生
さ
ん
は
、
み
な
さ
ん
総

代
又
は
院
生
委
員
に
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
い
た
よ
う
で
す
。

■
院
生
委
員
会
連
絡
先

http://www.hokudai.seikyou.ne.jp/~insei/
Email

：hokudai_insei@coop.hokudai.ac.jp
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で
あ
る
の
か
と
い
う
情
報
と
セ
ッ
ト

で
す
べ
て
保
存
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
（
写
真
２
）。
文
化
財
建
築
の
後

世
に
改
変
さ
れ
た
場
所
を
明
ら
か
に

し
て
お
く
こ
と
、
そ
し
て
も
と
も
と

利
用
さ
れ
て
い
た
板
や
釘
を
実
際
に

手
に
取
っ
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
で
、
建
築
史
研
究
の
材
料
・

証
拠
と
し
て
も
利
用
で
き
る
よ
う
に

し
た
の
で
す
。

工
事
で
意
図
的
に
改
変

を
行
っ
た
箇
所

逆
に
、
あ
え
て
改
変
を
行
っ
た
部

分
も
あ
り
ま
す
。
写
真
３
は
、
博
物

館
入
口
脇
の
壁
の
様
子
で
す
。
実
際

に
足
を
運
ん
で
確
認
し
て
も
ら
い
た

い
の
で
す
が
、
視
線
の
高
さ
に
あ
る

釘
と
、
若
干
高
い
場
所
や
建
物
の
目

に
つ
か
な
い
部
分
に
あ
る
釘
に
違
い

が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
と
思
い
ま

す
。
目
に
つ
か
な
い
部
分
の
釘
は
私

た
ち
も
利
用
す
る
釘
の
丸
い
頭
で
あ

る
の
に
対
し
、
入
口
脇
の
釘
は
四
角 写真２　保存された部材

い
頭
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

「
和
釘
」
と
呼
ば
れ
る
日
本
の
釘
で

す
。
明
治
初
期
に
ア
メ
リ
カ
人
の
設

計
に
基
づ
い
て
建
て
ら
れ
た
博
物
館

も
、
日
本
の
伝
統
的
な
技
術
を
利
用

し
て
い
た
こ
と
を
理
解
し
た
り
、
道

具
と
し
て
の
形
状
を
学
び
や
す
く
す

る
た
め
に
、
そ
の
和
釘
が
本
来
利
用

さ
れ
て
い
た
場
所
で
は
な
く
、
見
や

す
い
場
所
に
再
利
用
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

歴
史
的
資
産
の
価
値
に
対
す
る
理
解

を
深
め
て
い
く
た
め
に

北
海
道
大
学
の
歴
史
的
資
産
で
あ

る
建
築
物
の
価
値
を
ど
の
よ
う
に
残

し
、
高
め
て
ゆ
く
か
、
同
時
に
、
文

化
財
管
理
の
ル
ー
ル
の
範
囲
内
で
、

ど
の
よ
う
に
歴
史
的
資
産
の
価
値
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
ゆ
く
か
、
の

検
討
の
結
果
を
「
釘
の
頭
」
が
表
現

し
て
い
る
の
で
す
。
北
大
内
の
身
近

な
建
物
の
、
知
ら
れ
ざ
る
魅
力
を
次

回
以
降
も
お
伝
え
し
て
ゆ
き
ま
す
。

の
執
筆
者
で
あ
る
角
と
加
藤
は
、
施

設
・
環
境
計
画
室
に
設
置
さ
れ
て
い

る
歴
史
資
産
活
用
Ｔ
Ｆ
の
構
成
員

で
、
建
物
の
価
値
や
、
工
事
に
伴
っ

て
破
壊
さ
れ
る
恐
れ
の
あ
る
埋
蔵
文

化
財
（
遺
跡
）
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
を
極

力
軽
減
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
の
魅
力
を

保
全
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
活
用
し

て
ゆ
く
た
め
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
す
る
作
業
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
文
化
財
ガ

イ
ド
に
あ
る
よ
う
な
情
報
で
は
な

く
、
北
大
が
文
化
財
の
価
値
を
守
る

た
め
に
行
っ
て
き
た
様
々
な
工
夫
や

知
ら
れ
ざ
る
魅
力
を
紹
介
す
る
と
い

う
視
点
で
文
化
財
建
築
を
紹
介
し
て

ゆ
き
ま
す
。
魅
力
あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、
私
た
ち
が
守
り
続
け
る
こ
と
で

成
立
す
る
も
の
だ
、
と
い
う
こ
と
に

気
づ
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て

い
ま
す
。

新
シ
リ
ー
ズ
に
寄
せ
て

北
海
道
大
学
の
魅
力
の
一
つ
と
し

て
、
緑
あ
ふ
れ
る
エ
ル
ム
の
森
と
歴

史
の
あ
る
建
物
が
並
ぶ
キ
ャ
ン
パ
ス

の
存
在
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

北
大
が
所
有
す
る
文
化
財
建
築
の

数
は
他
大
学
と
比
べ
て
も
格
段
に
多

く
、
ま
た
、
重
要
文
化
財
指
定
の
明

治
期
木
造
建
築
だ
け
で
な
く
Ｒ
Ｃ
造

の
農
学
部
や
理
学
部
な
ど
、
近
い
将

来
に
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
て
お

か
し
く
な
い
建
物
も
数
多
く
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
建
物

も
最
先
端
の
研
究
や
教
育
の
場
と
し

て
利
用
し
た
り
、
耐
震
性
能
な
ど
を

高
め
て
安
全
な
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

を
送
る
た
め
の
改
修
が
必
要
で
、
現

代
的
な
活
用
の
た
め
に
建
物
の
歴

史
的
、
文
化
的
価
値
が
失
わ
れ
た

り
、
貴
重
な
建
物
自
体
が
破
壊
さ
れ

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
「
文
化
財
へ
行
こ
う
」
シ
リ
ー
ズ

博
物
館
本
館
の

耐
震
補
強
工
事
の
内
容

植
物
園
の
中
心
部
に
あ
る
博
物
館

本
館
は
、
明
治
15
（
１
８
８
２
）
年

に
建
設
さ
れ
た
、
日
本
で
現
役
最
古

の
博
物
館
建
築
で
す
。
平
成
27

（
２
０
１
５
）
年
ま
で
行
わ
れ
て
い

た
耐
震
補
強
工
事
に
際
し
て
は
、
建

物
の
基
本
的
な
構
造
や
外
観
に
影
響

を
与
え
な
い
よ
う
に
、
す
べ
て
の
補

強
処
理
は
壁
の
内
側
や
天
井
裏
な

ど
、
目
に
付
か
な
い
部
分
で
行
わ
れ

ま
し
た
（
写
真
１
）。
し
か
し
、
細

か
な
部
分
で
は
い
く
つ
か
の
変
更
が

必
要
で
し
た
。
外
壁
を
は
じ
め
取
り

外
さ
れ
た
部
材
は
、
も
と
も
と
あ
っ

た
場
所
で
再
利
用
す
る
こ
と
が
前
提

で
す
が
、
劣
化
が
著
し
い
壁
板
や
釘

な
ど
は
取
り
替
え
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
取
り
替
え
に
あ
た
っ

て
、
建
物
が
持
っ
て
い
た
情
報
を
保

存
す
る
た
め
に
、
工
事
業
者
の
協
力

を
得
て
、
取
り
外
し
た
材
料
や
釘

を
、
ど
こ
で
利
用
さ
れ
て
い
た
も
の

写真１　（奥）建物の構造を改変しないようには
め込まれた耐震補強材

写真３　（左）和釘、（右）洋釘

文化財へ
　行こう第1回

～博物館本館の『釘の頭』
が意味すること～

北海道大学北方生物圏フィールド科学センター植物園

加藤 克

北大植物園内の「博物館本館」
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留
学
生
委
員
会　

留
学
生
委
員
会

教
職
員
委
員
会

教
職
員
委
員
会

留
学
生
委
員
会　

留
学
生
委
員
会

教
職
員
委
員
会

教
職
員
委
員
会

■�

今
春
学
期
の
新
入
留
学
生
・
歓
迎
イ

ベ
ン
ト
次
々
開
催
・
大
盛
況
！

①
４
月
10
日
（
月
）「
北
大
主
催
春
学

期
留
学
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
で

生
協
と
留
学
生
委
員
会
の
紹
介
と
ウ
ェ

ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
へ
の
お
誘
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

②
４
月
21
日
（
金
）「
新
入
留
学
生

ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
開
催
。

各
国
各
地
域
か
ら
の
新
入
留
学
生
と

先
輩
、
家
族
見
学
者
に
時
間
差
で
手

伝
っ
て
く
れ
た
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
・
委
員

を
含
め
た
総
勢
１
３
０
名
以
上
が
集
い

ハ
ラ
ル
で
用
意
し
た
飲
食
物
を
和
気

藹
々
と
頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
や
自
転
車
を
無
料
で
も
ら
う
た

め
の
説
明
を
行
な
い
、
終
了
後
は
日
用

雑
貨
品
を
自
由
に
選
ん
で
も
ら
い
ま
し

た
。
物
品
の
提
供
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

③
５
月
８
日
（
月
）「
中
古
自
転
車
無

料
譲
渡
会
事
前
説
明
会
と
手
続
き
会
」

を
開
催
、
マ
ナ
ー
や
防
犯
登
録
の
申
請

手
続
き
、
自
転
車
事
故
の
事
例
や
学
生

賠
償
責
任
保
険
の
紹
介
の
後
、
譲
渡
会

当
日
の
詳
細
を
お
伝
え
し
ま
し
た

④
５
月
21
日
（
日
）「
中
古
自
転
車
無

料
譲
渡
会
」
を
開
催
。
予
報
に
反
し
た

大
粒
の
雨
と
風
の
中
、
73
人
が
念
入
り

に
自
転
車
を
選
び
、
新
委
員
達
は
緊
張

し
な
が
ら
作
業
を
担
当
し
ま
し
た
。

■ 

教
職
員
総
代
会
議　

学
内
７
ヶ
所

で
８
月
を
除
く
毎
月
１
回
、
昼
休
み
を

利
用
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
生
協
の

営
業
報
告
の
後
、
教
職
員
の
皆
様
に
利

用
者
の
立
場
か
ら
色
々
な
ご
意
見
を
う

か
が
っ
て
い
ま
す
。

４
月
は
11
日
～
13
日
、
５
月
は
９
日

～
11
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

■ 

教
職
員
委
員
会　

毎
月
１
回
、
18

時
～
19
時
半
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
総

代
会
議
で
上
が
っ
た
組
合
員
の
声
に
つ

い
て
の
検
討
、
き
ぼ
う
の
虹
の
編
集
・

発
行
に
つ
い
て
討
議
し
て
い
ま
す
。

４
月
は
18
日
、
５
月
は
11
日
に
開
催

し
ま
し
た
。

■
「
き
ぼ
う
の
虹
」　

こ
の
冊
子
で
す
。

教
職
員
委
員
会
が
編
集
し
偶
数
月
に
発

行
し
て
い
ま
す
。

今
号
は
生
協
店
舗
イ
ラ
ス
ト
キ
ャ
ン

パ
ス
マ
ッ
プ
を
掲
載
し
た
た
め
、「
半

分
カ
ラ
ー
」
の
変
則
印
刷
と
な
り
ま
し

た
。
次
号
も
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
入

選
発
表
な
の
で
半
分
カ
ラ
ー
の
予
定
で

す
。

【 

編
集
後
記 

】

き
ぼ
う
の
虹
３
７
０
号
を
お
届
け
し

ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
の
緑
も
色
の
強
さ
を
少

し
増
し
、
視
界
の
中
で
存
在
を
主
張
す

る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
６
月
は
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
応
募
期
間
で
す
。
素

敵
な
写
真
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

今
号
か
ら
「
文
化
財
へ
行
こ
う
」
の

連
載
を
開
始
し
ま
し
た
。
一
年
間
、
６

回
の
シ
リ
ー
ズ
で
す
。
皆
さ
ん
是
非
、

紹
介
さ
れ
た
文
化
財
に
足
を
運
ん
で
み

て
下
さ
い
。
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　　　�また、秋には全ての応募写真を展示する写真展を開催す

る予定です。これらについて、予めご了承下さい。
　　　�なお、応募写真を生協の広報物等で使用させていただく

こともございますが、その場合はあらためて使用につい
ての許可をお願いすることになります。

⑧お問い合わせ先：
　生協会館3F生協理事会室
　Tel：011－746－6218
　E-mail：seikyou@coop.hokudai.ac.jp
　担当：きぼうの虹フォトコンテスト係
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